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遠 藤 　 史
ユカギールの民間伝承の特徴
― W. ヨヘリソンのユカギール民族誌より ―
1）
1）　［訳者注］本篇は民族学者Waldemar Jochelson （1855 ― 1937）によるユカギール民族誌 The Yukaghir and the 
Yukaghirized Tungus, The Jesup North Pacific Expedition, Memoir of the American Museum of Natural History, Volume 
IX, Leiden E.J.Brill, 1926（『ユカギールとユカギール化したツングース』）の第 14 章（“Characteristics of 
Yukaghir Folklore”, pp.298 ― 309）の翻訳である。なお今回の翻訳より，民族名として「ユカギール」を訳語に
採用している（他の民族名としてはコリャーク，チュクチ，ヤクートなども）。
2）　本書の民話テキストおよびその自由訳 pp.241 ― 297 を参照。
3）　W. Jochelson, Materials for the Study of the Yukaghir Language and Folklore collected in the Kolyma District, Part I（本
文ロシア語）, Petrograd, 1900. Publications of the Russian Academy of Sciences.
翻 訳


















る。現在では，コリマ・ユカギールはワタリガラスを čomo’-paranā，ロシア語の単語 vorona 
（paranā）とユカギール語の単語 čo’mo「大きい」から成るもので，大鴉と呼ぶ。しかしなが


















ルの民話ではカイツブリがワタリガラスを騙して黒に変えたし（pp.274 ― 275 を参照），コリマ・




















　野ウサギの耳の先端が黒い理由（p.252 ― 254 を参照）は，チェレミス，フィン，ヴォチャーク，
アイヌの民話 13）にも出現する挿話によって説明される。ライチョウの尾の黒い先端の起源も
同様に説明される（p.252 ― 254 を参照）。
　キツネはずるく，人を欺く動物として現れる。ある民話では 14），キツネはヘラジカに山腹
6）　F. Boas, Indianische Sagen, p.241.
7）　O. Dähnhardt, Natursagen, Band III, Tiersagen erster Teil, 1910, pp.143, 311, 495.
8）　W. Jochelson, Materials, etc., pp.11 ― 17 を参照。
9）　W. Jochelson, The Koryak, p.319 を参照。
10）　Boas, Bafﬁn Land Eskimo, pp.216, 324 を参照。
11）　Jochelson, Materials, etc., p.2 を参照。
12）　同書 p.6
13）　Dähnhardt, Band III, pp.49, 72, 76, Band IV, p.278 を参照。




























14）　Jochelson, Materials, etc. p.20 を参照
15）　同書　pp.20, 68.
16）　Dähnhardt, Vol.IV, p.228, Vol.III, p.328, および Journal of American Folklore, 12, 112 を参照。
17）　Jochelson, Materials, etc., p.66 を参照。
18）　Dähnhardt, Vol.IV, p.279 を参照。
19）　Jochelson, The Koryak, p.184 を参照。
20）　Jochelson, Materials, etc. p.13 を参照。

































22）　Jochelson, The Koryak, pp.185, 188 を参照。
23）　Boas, Kathlamet Texts （Bureau of American Ethnology, Washington, D.C., 1901） p.153 を参照。
24）　［訳者注］コリマ川の中にあるこの「岩の島」の写真と思われるものが，本書 p.342 の直後に挿入された写
真にある（2番の写真）。



































































27）　W. Jochelson, Materials, etc. p.7 を参照。
28）　同書 p.7 を参照。
29）　W. Jochelson, Materials, etc. p.19 を参照。





























Afanasyev, Russian Folk Tales, Moscow, 1873. Part II, pp.195, 196; 本文ロシア語，を参照）。一方ユカギール民話
のいくつかでは動物の救い手が現れない魔術の飛行の挿話もある（W. Bogoras, The Folklore of North-eastern 
Asia. American Anthropologist IV, No.2, p.626 を参照）。「魔術の飛行」に関するコリャーク民話とチュクチ民話
については，W. Jochelson, The Koryak, pp.156, 259 およびW. Bogoras, Chukchee Mythology, p.40 を参照。「魔
術の飛行」の挿話の比較的概観に関しては W. Jochelson, The Magic Flight as a Wide-spread Folk-lore Episode. 




































32）　Jochelson, Materials, etc., p.47 を参照。
33）　Jochelson, The Koryak, p.141 を参照。
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スキモー民話にも見られる 34）。





























34）　Boas, Bafﬁn Land Eskimo, p.177 を参照。
35）　Jochelson, Materials, etc., p.70 を参照。
36）　Jochelson, Materials, etc., p.54 を参照。



























可能性もあろう。以前に述べたように（pp.163 ― 165 を参照），死んだシャーマンの骨から切
り取られた肉はお守りとなる。あるユカギール民話 45）では，孤児である 3人姉妹の 1人が，
38）　Jochelson, Materials, etc., p.54 を参照。
39）　Jochelson, The Koryak, p.161 を参照。
40）　Bogoras, The Folklore of Northeastern Asia （American Anthropologist, IV, p.667）; Boas, Indianische Sagen, pp.24, 
30, 61, 69; Farrand, Chilcotin Indians, p.13 を参照。
41）　Jochelson, Materials, etc., p.6 を参照。
42）　Jochelson, Materials, etc., p.7 を参照。
43）　Jochelson, Materials, etc., p.11 を参照。
44）　Jochelson, Materials, etc., p.29 および本書 p.304 を参照。

















ったら，この記述を深く理解することはできませんでした。またこの翻訳は JSPS科研費 22520434 の助
成を受けた研究の成果の一部です。
← 45）　Jochelson, Materials, etc., p.201 を参照。
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Abstract
This is an annotated Japanese translation of “Characteristics of Yukaghir Folklore,” 
Chapter 14 of the Yukaghir ethnography The Yukaghir and the Yukaghirized Tungus by 
Waldemar Jochelson （1855 ― 1937） （Leiden: E. J. Brill, 1926）. The ethnography is the 
achievement of Jochelson’s extensive fieldwork on the Yukaghir people in Northeast 
Siberia conducted in the years 1895 ― 96 and 1901 ― 2. This chapter points out the 
characteristics of Yukaghir folklore by examining some 30 Yukaghir folktales from 
Jochelson’s own collection. It provides ethnological, literal, and comparative perspectives 
on the folktales, many of which are still told even today.
